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交通量配分は、所与の交通需要から交通量を推計する際に用い ら れる手法で、 例えば四段階推定法
と呼ばれる手法の四段階目である配分交通の予測とい うプロセスにあたる。
交通計画において、 一般に交通量配分は以下のような用途に用い ら れる 。
・ 現況の交通ネッ トワー クに将来の交通量を配分し、将来における道路交通ネッ トワー クの整備
フ レームを明 らかにす る 。
・ 将来の計画きれた交通ネットワークに将来の交通量を配分し、ネットワーク計画の評価を行う 。
ここで用いた交通量配分シミュレーションは、道路網上の自動車交通を再現するもので、その配分












件を与えた。既往の研究3に基づき、 QVの低減率を速度は一律30%、容量については表 1 のように積雪
深の増加に応じて増加きせるものとした。
積雪深[cmJ 0 -40 
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もそのリンク延長を求め、同様にその効果を示す指標とする。結果を表 3 と図 2 ， 3 ， 4 に示す。
まず、混雑率l. 0以上のリンク延長について考察する。無積雪時をみると、供用前後による変化は少





















ケース 2 3 4 5 6 
積雪状況 無積雪時 平均積雪時 豪雪積雪時
東海北陸自動車道 供用前供用後供用前供用後供用前供用後
混雑度l. 0以上のリンク延長 (km) 61 65 88 68 128 74 
改善延長 (km) -4 20 54 
改善率(%) 一 7% 23% 42% 
混雑度l. 5以上のリンク延長 (km) 15 16 15 8 32 21 
改善延長 (km) -1 7 11 
改善率(%) 7% 47% 34% 
混雑度2.0以上のリンク延長 (km) 4 3 4 2 11 10 
改善延長 (km) 1 2 
改善率(%) 25% 50% 9% 
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短縮時間と短縮率(=短縮時間/供用前所要時間)を表 4 ， 5 に示す。短縮時間をみると 、どの都市にお
いても積雪時で時間短縮が大きく、平均値でも 10分の差がある。短縮率でも同様の傾向がみられ、特
に平均値をみると平常時で 2 割程度の短縮に対して積雪時では4割弱となっている 。 この短縮時間、短
縮率から、平常時に比べて冬期の降積雪時における高速道路の効果が大きいことが示された。
表 4 高山から県内外の主要都市までの短縮時間
岐阜 大垣 多治見 関 中津川 美i農 瑞 i良 羽島
平常時 0:12 0:44 0:53 0:16 0:49 0:07 1: 06 0:59 
積雪時 0:37 1: 01 1: 00 0:20 0:56 0:10 1:14 1:06 
恵那 美濃加茂 土岐 各務ヶ原 可児 名古屋 金沢 平均値
平常時 0:54 0:22 1:18 0:29 0:33 1:19 1: 15 0:45 
積雪時 1:03 0:25 1:27 0:40 0:37 1: 28 1: 33 0:55 
表 5 高 山カ、ら県内外の主要都市までの短縮率
岐阜 大垣 多治見 関 中津川 美濃 瑞浪 羽島
平常時 6% 18% 26% 9% 29% 4% 32% 24% 
積雪時 20% 31% 39% 12% 48% 6% 52% 35% 
恵那 美濃加茂 土岐 各務ヶ原 可児 名古屋 金沢 平均値
平常時 29% 12% 36% 14% 18% 34% 42% 22% 
積雪時 49% 16% 63% 23% 25% 57% 88% 38% 
また、時間距離による積雪時の東海北陸自動車道の効果をみるために、平常時(ケース 1 )・供用前
積雪時(ケース 3 )・供用後積雪時(ケース 4 )の 3 ケースにおいて、それらの所要時間を同心円上にプ
ロットしたものを図 7 に示す。 この図から東海北陸自動車道の供用による時間距離短縮をみると、そ
の程度は各都市きまざまであるが、すべての都市において効果が発揮きれていることがわかる。特に
県内では多治見~中津川の比較的山聞に位置する都市では、平常時の所要時間よりはるかに短時間と
な っ ている 。 これらの都市は東海北陸自動車道の利用による時間短縮効果は期待できないが、高山へ
向かう 一般国道41号の南北方向の通過交通が、東海北陸自動車道の供用により減少したことによるも
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